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　こどもの日をまえに4月28日、
こいのぼり掲揚式が吉の浦運動
公園で行われました。 
　元気いっぱいの「こいのぼり
の歌」に合わせて、コイがあげ
られると、子どもたちから歓声
があがりました。（16頁関連記事） 
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平
成
十
八
年
第
二
回
中
城

村
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予

算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の

ご
説
明
に
先
立
ち
、
村
政
運

営
に
つ
い
て
私
の
所
信
の
一

端
を
申
し
上
げ
、
議
会
並
び

に
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
国
内
外
と

も
に
激
し
く
変
動
し
、
安

心
・
安
全
が
脅
か
さ
れ
た
多

事
多
難
な
一
年
で
あ
り
ま
し

た
。
県
内
で
は
、
在
日
米
軍

再
編
協
議
の
中
で
県
民
意
思

を
無
視
し
た
頭
越
し
の
普
天

間
飛
行
場
移
設
先
の
中
間
報

告
に
県
民
の
怒
り
と
不
信
感

が
増
幅
し
、
沖
縄
県
に
お
け

る
基
地
負
担
の
象
徴
で
あ
る

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題

や
整
理
縮
小
は
、
ま
す
ま
す

混
迷
の
度
を
深
め
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
は
、
最
大

の
行
財
政
改
革
、
戦
後
処
理

の
総
決
算
と
位
置
づ
け
、
将

来
に
大
き
な
夢
を
託
し
て
推

進
し
た
合
併
協
議
の
予
期
せ

ぬ
結
果
を
厳
粛
に
受
け
と
め
、

本
村
は
改
め
て
自
ら
の
村
づ

く
り
の
将
来
像
を
見
つ
め
直

し
て
独
自
の
道
を
切
り
拓
く

新
た
な
決
意
を
固
め
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

財
政
支
援
や
歳
出
削
減
効

果
等
、
生
き
残
り
を
か
け
た

合
併
の
破
綻
に
加
え
、
国
の

進
め
る
三
位
一
体
改
革
等
に

よ
っ
て
、
現
下
の
財
政
事
情

は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
程
深
刻
で
あ
り
、
従
来

の
発
想
や
意
識
を
転
換
し
て

生
き
残
り
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
危
機
的
状
況
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
は
、
も
と

も
と
国
庫
補
助
負
担
金
や
地

方
交
付
税
を
廃
止
又
は
削
減

す
る
前
提
と
し
て
地
方
自
治

体
へ
の
税
源
移
譲
が
あ
る
は

ず
で
し
た
が
、
実
態
は
国
の

補
助
負
担
金
や
地
方
交
付
税

の
大
幅
な
削
減
に
見
合
う
だ

け
の
税
源
は
移
譲
さ
れ
ず
、

そ
れ
に
よ
る
歳
入
減
を
穴
埋

め
す
る
た
め
の
臨
時
財
政
対

策
債
も
発
行
可
能
額
が
徐
々

に
削
減
さ
れ
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

今
で
は
財
政
調
整
基
金
を

は
じ
め
諸
々
の
基
金
を
取
り

崩
し
て
の
遣
り
繰
り
も
限
界

に
き
て
お
り
、
人
件
費
の
削

減
等
聖
域
な
き
歳
出
削
減
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

三
位
一
体
改
革
は
、
国
の

財
政
再
建
の
も
と
に
今
後
も

否
応
な
し
に
進
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
平
成
十

九
年
度
は
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
こ
と
は
必
至
の
状
況
で
あ

り
ま
す
。
自
主
財
源
の
乏
し

い
本
村
と
し
て
は
、
企
業
誘

致
等
に
よ
る
税
増
収
の
確
保

と
、
一
層
の
行
財
政
改
革
を

行
う
と
と
も
に
、
厳
し
い
財

政
状
況
を
村
民
に
情
報
公
開

し
、
行
政
・
議
会
・
村
民
が

平
成
十
八
年
第
二
回
中
城
村
議
会
が
三
月
十
日
か
ら
開
か
れ
、
平
成
十
八
年
度

予
算
案
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
新
垣
村
長
は
、
今
年
度
の
主
要
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
二
十
一
世
紀
に
夢
広
が
る
「
と
よ
む
中
城
」
を
築
く
た
め
の
施
政
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
が
四
四
億
五
二
六
四
万
円
、
水
道
事
業
等

の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、
総
額
九
五
億
二
七
三
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成18年度
施政方針
企業誘致と企業誘致と
行財政改革行財政改革

を推進を推進

１.

は
じ
め
に



本
村
は
中
南
部
都
市
圏
の

ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、
那
覇

市
と
沖
縄
市
の
二
大
都
市
間

に
位
置
し
、
半
径
十
五
km
の

圏
内
に
浦
添
市
や
宜
野
湾
市

と
も
境
界
を
接
す
る
人
口
密

度
の
高
い
都
市
近
郊
性
を
有

す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自

然
、
恵
ま
れ
た
農
用
地
、
長

い
海
岸
線
等
の
地
域
特
性
が

あ
り
ま
す
。

村
土
は
南
北
に
細
長
い
長

方
形
を
成
し
、
沿
岸
海
域
か

ら
内
陸
部
に
向
か
っ
て
平
坦

地
域
、
斜
面
地
域
、
台
地
地

域
の
三
層
構
造
の
地
形
に
区

分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

ご
と
に
利
用
と
保
全
を
図
る

こ
と
も
村
づ
く
り
の
視
点
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
琉
球
王
国
の
グ
ス

ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
の
一

つ
と
し
て
世
界
遺
産
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
本
村
の
シ
ン

ボ
ル
「
中
城
城
跡
」
や
大
学

の
立
地
等
、
歴
史
的
・
文
化

的
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
そ
れ

ら
地
域
特
性
を
活
か
し
た
村

づ
く
り
の
将
来
像
「
豊
か
な

歴
史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
田

園
文
化
の
村
・
と
よ
む
中
城
」

づ
く
り
を
以
下
の
拠
点
形
成

を
骨
格
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

（
一
）
歴
史
文
化
ふ
れ
あ
い
拠

点
（
中
城
城
跡
と
県
営
公
園

周
辺
）

世
界
文
化
遺
産
「
中
城
城

跡
」
を
中
核
に
、
広
域
的
な

利
用
を
促
す
県
営
中
城
公
園

整
備
事
業
を
推
進
中
で
あ
り
、

「
世
界
遺
産
の
あ
る
中
城
村
」

を
内
外
に
発
信
す
る
、
本
村

の
歴
史
と
文
化
の
拠
点
形
成

を
目
指
し
ま
す
。

（
二
）
豊
か
な
暮
ら
し
サ
ー
ビ

ス
拠
点
（
吉
の
浦
公
園
と
そ

の
周
辺
）

吉
の
浦
公
園
を
中
核
に
、

吉
の
浦
会
館
・
村
民
体
育
館

等
の
既
存
施
設
に
加
え
、
行

政
施
設
・
文
化
施
設
・
教
育

施
設
等
を
集
積
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
村
民
生
活
の
利
便
性

と
快
適
性
を
高
め
、
村
民
の

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
、
村

の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
拠
点
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

（
三
）
都
市
文
化
交
流
拠
点

（
琉
球
大
学
近
郊
と
南
上
原
土

地
区
画
整
理
事
業
地
区
）

教
育
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
拠

点
と
し
て
の
琉
球
大
学
周
辺

は
、
都
市
化
が
進
展
し
つ
つ

あ
り
、
南
上
原
土
地
区
画
整

理
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
、
学
園
都
市
の

イ
メ
ー
ジ
を
活
か
す
と
と
も

に
大
学
機
能
の
活
用
を
図
り
、

住
環
境
と
文
化
交
流
の
拠
点

形
成
を
目
指
し
ま
す
。

（
四
）
商
工
業
の
振
興
拠
点

（
吉
の
浦
火
力
発
電
所
と
中
城

モ
ー
ル
を
結
ぶ
沿
岸
部
）

吉
の
浦
火
力
発
電
所
を
核

と
す
る
工
業
ゾ
ー
ン
と
、
中

城
モ
ー
ル
を
核
と
す
る
沿
岸

商
業
ゾ
ー
ン
を
連
結
す
る
沿

岸
部
を
、
自
然
環
境
や
生
活

環
境
の
保
全
に
配
慮
し
な
が

ら
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

（
五
）
農
業
生
産
の
振
興
拠
点

恵
ま
れ
た
農
地
に
支
え
ら

れ
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
し

て
発
展
し
て
き
た
本
村
は
、

農
業
生
産
を
と
り
ま
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
き
た
今

日
で
も
、
基
幹
作
目
の
さ
と

う
き
び
を
は
じ
め
野
菜
や
花

卉
栽
培
等
県
内
有
数
の
生
産

性
を
誇
っ
て
お
り
、
特
産
品

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
島
に

ん
じ
ん
や
島
大
根
の
生
産
拡

大
、
農
産
加
工
品
の
開
発
等
、

農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
。
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２.

中
城
村
の
村
づ
く
り
の
将
来
像

一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
自
助
努
力
を
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
に
お
い
て

は
行
財
政
改
革
と
と
も
に
、

改
め
て
新
市
町
村
合
併
特
例

法
に
基
づ
く
枠
組
み
案
を
提

示
し
積
極
的
な
取
り
組
み
を

求
め
て
お
り
ま
す
が
、
本
村

と
し
て
は
直
ち
に
対
応
で
き

る
態
勢
で
は
な
く
、
し
ば
ら

く
冷
却
期
間
が
必
要
と
の
認

識
で
あ
り
ま
す
。

エコ・コースト事業によって
完成した吉の浦公園地先海岸



（
一
）
行
財
政
改
革
の
推
進

財
政
再
建
・
行
財
政
改
革

は
、
国
・
県
を
問
わ
ず
最
重

要
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
本

県
の
財
政
も
中
期
的
見
通
し

に
お
い
て
多
額
の
収
支
不
足

が
見
込
ま
れ
、
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

県
は
今
後
と
も
地
方
分
権
の

進
展
に
対
応
し
た
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
向

け
「
選
択
と
集
中
」
を
徹
底

し
、
行
財
政
改
革
を
一
層
加

速
さ
せ
た
い
と
し
て
お
り
ま

す
。国

・
県
の
財
政
難
は
、
即

市
町
村
の
財
政
を
圧
迫
す
る

も
の
で
あ
り
、
国
も
地
方
も

今
後
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て

い
く
財
政
危
機
を
乗
り
切
る

た
め
一
層
の
改
革
を
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
も
収
入
役
の
廃
止
等

を
行
い
、
議
会
や
農
業
委
員

会
も
行
財
政
検
討
委
員
会
の

答
申
を
受
け
定
数
削
減
に
踏

み
切
っ
た
こ
と
は
、
自
ら
行

財
政
改
革
の
責
任
を
果
た
す

姿
勢
を
村
民
に
示
し
た
も
の

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
本
村

職
員
に
お
い
て
も
、
新
規
採

用
だ
け
で
な
く
、
退
職
者
の

代
替
補
充
も
満
足
に
行
う
こ

と
が
叶
わ
ず
、
重
い
負
担
に

耐
え
て
職
責
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
は
行
政
改
革
大
綱

や
実
施
計
画
等
の
見
直
し
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を

行
い
、
一
層
の
経
費
節
減
・

合
理
化
に
よ
る
歳
出
抑
制
を

図
る
と
と
も
に
、
組
織
機
構

や
事
務
事
業
の
見
直
し
、
職

員
の
意
識
改
革
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

（
二
）
吉
の
浦
火
力
発
電
所
建

設
の
推
進

財
政
の
健
全
化
に
は
、
自

主
財
源
の
安
定
的
確
保
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
沖
縄
電

力
火
力
発
電
所
の
立
地
は
、

財
政
基
盤
の
弱
い
本
村
に
と

っ
て
は
画
期
的
な
出
来
事
で

あ
り
、
地
域
対
策
交
付
金
の

活
用
の
ほ
か
雇
用
機
会
の
創

出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
、

そ
の
波
及
効
果
に
大
き
な
期

待
を
よ
せ
て
お
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
仮
設
ヤ
ー
ド
の

設
置
が
始
ま
り
ま
す
が
、
地

元
住
民
の
皆
さ
ん
や
沖
縄
電

力
と
の
連
携
を
密
に
し
て
平

成
十
九
年
度
着
工
に
向
け
て

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
三
）
中
城
公
園
整
備
及
び
歴

史
的
環
境
整
備
事
業

県
営
中
城
公
園
整
備
事
業

は
、
中
城
城
跡
を
核
と
し
て

七
つ
の
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ
、

沖
縄
の
歴
史
・
文
化
・
自
然

を
積
極
的
に
体
験
・
学
習
で

き
る
公
園
と
し
て
整
備
を
進

め
て
お
り
、
平
成
十
六
年
度

ま
で
に
一
二
六
億
円
を
投
入

し
、
進
捗
率
は
二
八
・
八
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
度
は
文
化
交
流
エ
リ

ア
の
駐
車
場
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
、
旧
ホ

テ
ル
の
補
償
問
題
、
筆
界
未

定
区
域
の
問
題
、
中
城
村
側

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

等
の
課
題
を
踏
ま
え
、
中
部

土
木
事
務
所
・
中
城
村
・
北

中
城
村
の
三
者
で
構
成
す
る

「
中
城
公
園
整
備
促
進
連
絡

会
」
の
密
な
連
携
の
も
と
に
、

文
化
交
流
エ
リ
ア
、
自
然
学

習
エ
リ
ア
及
び
自
然
共
生
エ

リ
ア
を
順
次
整
備
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
城
城
跡
保
存
修

理
事
業
、
歴
史
の
道
整
備
活

用
推
進
事
業
、
新
垣
グ
ス
ク

等
の
確
認
調
査
事
業
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

（
四
）
学
校
教
育
環
境
の
整
備

事
業次

代
を
担
う
人
材
育
成
の

場
と
し
て
、
学
校
教
育
環
境

の
整
備
は
優
先
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
、
中
城
中
学
校
屋
内
運

動
場
（
体
育
館
）
の
改
築
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
当

該
体
育
館
は
、
築
後
三
十
年

が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
上
に
、
改
正
前
の
建
築

基
準
法
に
よ
る
耐
震
構
造
の

ま
ま
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、

財
政
が
逼
迫
す
る
状
況
の
中

で
の
決
断
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
五
）
南
上
原
土
地
区
画
整
理

事
業南

上
原
土
地
区
画
整
理
事

業
の
平
成
十
七
年
度
末
現
在

の
進
捗
状
況
は
五
四
・
九
％

で
、
補
助
事
業
ベ
ー
ス
で
は

九
十
・
六
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
十
八
年
度
は
築

造
工
事
や
物
件
移
転
の
ほ
か

坂
田
線
の
人
道
橋
と
歩
線
を

整
備
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
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本
年
度
の
重
点
施
策

着々と整備が進む歴史の道
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保
留
地
処
分
に
つ
い
て
は
、

現
在
販
売
面
積
の
五
四
％
で
、

平
成
十
七
年
度
の
実
績
は
十

筆
で
約
二
億
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
（株）
サ
ン
エ

ー
の
誘
致
も
決
ま
っ
て
お
り
、

近
々
用
地
の
売
買
契
約
と
賃

貸
借
契
約
を
結
ぶ
予
定
で
あ

り
ま
す
。

（
六
）
村
道
中
城
城
跡
線
整
備

事
業中

城
城
跡
正
門
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
し
て
村
道
中
城

城
跡
線
（
仮
称
）
整
備
事
業

が
補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ

れ
、
平
成
十
八
年
度
は
調
査

測
量
設
計
を
実
施
し
、
平
成

二
十
三
年
度
ま
で
の
工
期
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
七
）
公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
の
整
備
は
、
生
活

環
境
の
保
全
や
公
有
水
域
保

全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。
中
城
湾

の
水
質
悪
化
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
住
民
の
快
適
な
生
活
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
下
水

道
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。平

成
十
七
年
度
末
現
在
の

整
備
状
況
は
、
整
備
率
二

一
％
、
普
及
率
十
一
・
七

五
％
、
水
洗
化
率
十
六
・
五

六
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
八
）
電
源
地
域
対
策
交
付
金

事
業吉

の
浦
火
力
発
電
所
立
地

に
伴
う
地
域
対
策
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
立
地
場
所
周
辺
の
環
境
整

備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

平
成
十
七
・
十
八
年
度
は
泊

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
を
、

平
成
十
八
・
十
九
年
度
は
久

場
公
民
館
建
設
事
業
等
を
推

進
い
た
し
ま
す
。

（
九
）
農
業
基
盤
整
備
事
業

本
村
は
農
用
地
整
備
等
の

生
産
基
盤
整
備
が
進
ん
で
お

り
、
そ
の
効
果
を
上
げ
る
た

め
に
も
農
道
や
農
業
用
排
水

の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
、
平
成
十
八
年
度
は
南
浜

や
北
浜
地
区
の
農
道
環
境
整

備
や
農
業
用
排
水
整
備
事
業

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

教
育
と
文
化
は
地
方
の
底

力
で
あ
り
、
村
勢
発
展
の
原

動
力
と
な
る
人
材
育
成
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。本

村
に
は
教
育
的
土
壌
と

文
化
的
風
土
を
大
切
に
す
る

気
風
が
育
っ
て
お
り
、
村
民

の
教
育
に
か
け
る
期
待
は
大

き
く
「
教
育
村
」
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
土
壌

と
風
土
を
大
切
に
守
り
な
が

ら
、
家
庭
教
育
・
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
振
興
、
文

化
財
の
保
存
・
活
用
、
伝
統

文
化
の
継
承
・
発
展
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
等
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

(

一)

幼
児
教
育
や
学
校
教
育
に

お
い
て
は
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
の
連
携
を
密
に
、
個
性

豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
に
は
外
国
語
指
導
助
手

を
引
き
続
き
配
置
い
た
し
ま

す
。学

校
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
昨
年
南
上
原
分
校
の
移

転
建
設
事
業
、
中
城
中
学
校

の
校
舎
改
造
防
音
事
業
、
学

校
給
食
共
同
調
理
場
の
改
築

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
中
城
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
の
改
築
事
業
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

(

二)

社
会
教
育
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
関

係
団
体
の
育
成
や
活
動
支
援

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
一

層
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事
情

の
も
と
、
年
々
補
助
金
・
助

成
金
を
減
額
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
伊
集
の
打
花
鼓
や

津
覇
の
獅
子
舞
等
と
い
っ
た

伝
統
芸
能
の
保
存
・
継
承
を

文
化
協
会
の
活
動
支
援
を
と

お
し
て
行
い
、
村
民
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
も
、
村

体
育
協
会
へ
の
助
成
金
を
継

続
す
る
こ
と
で
支
援
し
て
参

り
ま
す
。

(

三)

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
や
地
域
間
交
流
に
つ
い
て

は
、
近
年
地
域
の
伝
統
行
事

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
エ
イ
サ
ー
・
旗
頭
・

太
鼓
・
獅
子
舞
等
が
復
活
し

４.

教
育
と
文
化
の
豊
か
な
村
づ
く
り

南上原の土地区画整理事業地区
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利
便
と
快
適
の
住
み
よ
い

村
づ
く
り
は
、
道
路
や
上
下

水
道
の
整
備
、
歴
史
的
・
文

化
的
環
境
保
全
、
健
康
・
福

祉
の
増
進
、
防
犯
・
防
災
・

消
防
態
勢
の
強
化
等
、
生
き

が
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
環
境

条
件
の
整
備
が
大
切
で
あ
り

ま
す
。

(

一)

道
路
や
集
落
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
年
次
的
に
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
中
城
城

跡
正
門
へ
の
本
村
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
と
し
て
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
中
城
城
跡
線
の
採

択
は
特
筆
す
べ
き
事
業
で
あ

り
、
地
域
住
民
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
村
道
大
瀬
線
も
順
次

整
備
し
て
参
り
ま
す
。

集
落
環
境
に
つ
い
て
は
、

久
場
集
落
環
境
整
備
を
は
じ

め
交
通
安
全
施
設
、
防
犯
灯

設
置
事
業
、
村
道
・
農
道
、

河
川
・
排
水
路
の
維
持
管
理

等
安
全
な
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

(
二)
市
街
地
整
備
を
進
め
て
い

る
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事

業
の
今
年
度
の
予
定
は
、「
歴

史
の
道
」
と
し
て
の
坂
田
線

の
人
道
橋
整
備
と
、
築
造
工

事
六
工
区
の
ほ
か
、
建
物
・

墓
地
・
立
木
・
工
作
物
等
の

物
件
移
転
等
、
約
十
億
円
の

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

(

三)

上
水
道
の
整
備
に
つ
い

て
、
平
成
十
八
年
度
の
予
定

と
し
て
は
南
上
原
土
地
区
画

整
理
事
業
や
下
水
道
事
業
と

並
行
し
て
配
水
管
敷
設
工
事

三
工
区
の
ほ
か
、
新
垣
増
圧

ポ
ン
プ
・
新
垣
配
水
池
築
造

工
事
等
、
約
五
億
四
千
万
円

の
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
の
事
業
内
容
と
し
て

奥
間
・
安
里
・
当
間
三
地
区

の
面
整
備
と
津
覇
地
区
の
供

用
開
始
等
、
約
三
億
四
千
万

円
の
事
業
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

(

四)

健
康
・
医
療
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
「
健
康
中
城
二
十

一
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

が
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
よ
り
平
成
十
七
年
度
に
再

度
策
定
さ
れ
、
平
成
十
八
年

度
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
推
進
方
策

と
し
て
「
明
る
く
健
康
な
暮

ら
し
を
支
え
あ
う
」「
高
齢
者

の
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し

を
支
え
あ
う
」
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
健

康
づ
く
り
拠
点
と
し
て
の
ふ

れ
あ
い
事
業
も
新
た
に
一
地

区
を
追
加
し
て
実
施
い
た
し

ま
す
。

障
が
い
者
の
日
常
生
活
支

援
の
た
め
の
重
度
心
身
障
害

者(

児)

医
療
費
助
成
を
継
続
実

施
い
た
し
ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、

母
子
健
康
保
健
計
画
を
見
直

し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い

て
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

(

五)

社
会
福
祉
の
充
実
に
つ
い

て
、
児
童
福
祉
は
、「
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
子
育
て
支
援
、
少
子

化
対
策
、
児
童
虐
待
防
止
等

に
対
す
る
地
域
環
境
整
備
に

努
め
、
母
子
父
子
世
帯
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
医
療

費
助
成
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
福
祉
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
施
行
さ
れ
る
障
害
者
自
立

支
援
法
に
よ
り
、
従
来
の
支

援
費
制
度
等
サ
ー
ビ
ス
体
系

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
本

村
で
は
、
障
害
者
保
健
福
祉

計
画
を
策
定
し
、
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
基
盤
整
備
に
努
め
、

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参

加
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、

「
健
康
中
城
二
十
一
・
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

介
護
予
防
、
高
齢
者
支
援
事

５.

利
便
と
快
適
の
住
み
よ
い
村
づ
く
り

地
域
間
の
交
流
も
盛
ん
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
南
米
か
ら
の
海
外

移
住
者
子
弟
研
修
事
業
も
、

県
人
移
住
百
周
年
の
節
目
を

迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て

そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
継
続
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

(

四)

平
和
行
政
に
つ
い
て
は
、

平
和
憲
法
の
精
神
を
堅
持
し
、

「
中
城
村
非
核
宣
言
」
の
も
と

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和

を
願
う
と
と
も
に
、
米
軍
基

地
の
県
外
移
設
こ
そ
本
県
の

基
地
問
題
の
全
面
解
決
に
繋

が
る
と
の
確
信
を
持
ち
、
そ

の
姿
勢
を
貫
い
て
参
り
ま
す
。



業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

老
齢
・
疾
病
・
母
子
等
の

生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
生
活
実
態
に
応
じ
た
扶
助

制
度
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
老
後
の

生
活
を
保
障
す
る
も
の
で
あ

り
、
村
と
し
て
も
窓
口
相
談

や
趣
旨
普
及
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

医
療
費
の
伸
び
が
著
し
く
、

年
々
厳
し
い
運
営
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
人
間

ド
ッ
ク
、
は
り
・
き
ゅ
う
施

術
助
成
の
継
続
と
と
も
に
、

保
健
事
業
と
し
て
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
、
健
康
指
導
等

を
行
い
医
療
費
の
軽
減
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
国
保
事
業

安
定
化
の
た
め
、
国
保
税
徴

収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

(

六)

環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
特
に
不
法
投
棄
が
後

を
絶
た
ず
対
応
に
苦
慮
し
て

お
り
、
地
域
住
民
や
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
不
法
投

棄
の
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
の
五
種
類
分
別
と

門
口
収
集
は
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
法

施
行
に
対
す
る
村
民
の
理
解

や
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

は
尚
一
層
の
啓
発
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
推
進
し
循

環
型
社
会
の
形
成
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

(

七)

地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、

中
城
村
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
村
民
の
生
命
・
財
産

を
災
害
か
ら
守
り
防
災
に
努

め
る
と
と
も
に
、
被
害
の
軽

減
や
未
然
防
止
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
消
防
・
救
急
体
制

の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
火
災

予
防
対
策
を
は
じ
め
各
種
災

害
に
対
す
る
警
防
や
救
助
技

術
の
向
上
、
救
急
救
命
士
を

中
心
と
し
た
高
度
救
急
体
制

の
拡
充
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

(

八)

交
通
安
全
や
防
犯
対
策
に

つ
い
て
は
、
宜
野
湾
警
察
署

や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も

と
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

や
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓

発
、
一
戸
一
灯
運
動
等
、
交

通
事
故
や
犯
罪
の
な
い
明
る

い
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
春
・
夏
・
秋
・
年
末

年
始
の
年
四
回
、
交
通
安
全

運
動
を
展
開
し
、
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
。防

犯
対
策
と
し
て
は
、
地

域
防
犯
協
会
、
青
少
年
育
成

村
民
会
議
、
太
陽
の
家
等
と

の
連
携
、
ま
た
、
宜
野
湾
地

区
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
一
市
二

村
の
共
催
に
よ
る
「
ち
ゅ
ら

さ
ん
運
動
」
を
展
開
し
て
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

(

九)

女
性
行
政
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
女
性
の
各
種
研
修
へ

の
参
画
、
女
性
の
積
極
的
登

用
、
村
婦
人
連
合
会
活
動
へ

の
支
援
等
を
行
い
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
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６.

生
産
と
喜
び
の
活
力
あ
る
村
づ
く
り

豊
か
で
活
力
に
充
ち
た
村

づ
く
り
は
、
村
民
が
生
産
活

動
に
意
欲
と
喜
び
を
も
っ
て

従
事
し
、
本
村
の
立
地
条
件

と
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産

業
を
振
興
し
、
生
産
を
高
め

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
軸

に
、
商
工
業
・
林
業
・
漁

業
・
観
光
リ
ゾ
ー
ト
等
、
多

様
な
産
業
を
展
開
し
、
豊
か

な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
、
と

よ
む
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

(

一)

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

を
は
じ
め
、
農
業
用
水
の
確

保
、
機
械
化
に
よ
る
農
作
業

の
省
力
化
、
優
良
種
苗
の
普

及
、
病
害
虫
の
防
除
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
生
産
増
と
出

荷
経
費
の
軽
減
を
図
り
、
農

家
経
営
の
安
定
と
農
業
団
体

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

(

二)

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
森
林
が
国
土
の
保
全
や

地
下
水
の
保
水
機
能
、
大
気

の
浄
化
作
用
を
有
し
、
人
間

生
活
と
密
接
不
可
分
の
関
係

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
造
林
事

業
や
松
く
い
虫
駆
除
事
業
を

推
進
い
た
し
ま
す
。
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本
村
の
財
政
は
危
機
的
状

況
に
あ
り
、
国
・
地
方
の
三

位
一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
る

中
で
地
方
交
付
税
は
五
・

九
％
減
、
臨
時
財
政
対
策
債

も
九
・
八
％
の
減
、
そ
の
上

従
来
国
・
県
の
補
助
負
担
金

で
措
置
さ
れ
て
い
た
福
祉
関

係
事
業
費
等
が
一
般
財
源
化

さ
れ
る
等
、
自
治
体
の
財
政

を
取
り
巻
く
状
況
は
か
つ
て

な
い
ほ
ど
深
刻
で
あ
り
ま
す
。

本
村
の
自
主
財
源
の
う
ち
、

村
税
に
つ
い
て
は
南
上
原
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
進

捗
に
伴
う
課
税
客
体
の
増
加

等
に
よ
り
増
収
で
は
あ
る
も

の
の
、
前
年
度
比
で
二
・

五
％
の
増
に
と
ど
ま
り
、
三

位
一
体
改
革
の
歳
入
減
を
補

填
す
る
に
至
ら
ず
、
今
後
と

も
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出

金
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

決
算
収
支
の
状
況
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
は
実
質
収
支

は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
な

く
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
財
政
調
整
基
金
や
各

種
積
立
金
等
を
取
り
崩
し
て

歳
入
確
保
を
図
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
実
質
単

年
度
収
支
で
は
平
成
十
五
年

度
は
一
・
七
八
億
円
減
、
平

成
十
六
年
度
は
二
・
七
一
億

円
減
と
二
年
連
続
で
大
幅
な

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
国
の
財
政
再
建
、

三
位
一
体
改
革
の
影
響
は
避

け
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
財
政
難
を
乗
り
切
っ
て

行
く
に
は
、
こ
の
状
況
を
広

く
住
民
に
情
報
公
開
す
る
と

と
も
に
、
第
三
者
機
関
で
あ

る
行
財
政
検
討
委
員
会
の
答

申
を
尊
重
し
な
が
ら
、
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
人
件

費
の
徹
底
し
た
抑
制
、
組
織

機
構
も
含
め
た
事
務
事
業
の

見
直
し
、
民
間
活
力
の
導
入

検
討
等
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

行
財
政
の
確
立
に
つ
い
て
は
、

行
政
や
議
会
だ
け
で
な
く
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
着
実
に
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
し
た
諸
施
策
を
重
点

的
に
編
成
し
、
そ
の
総
額
は

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

７.

行
財
政
の
確
立

８.

平
成
18
年
度

予
　
算

平
成
十
八
年
三
月
十
日
　
　
　
　

中
城
村
長
　
新
垣
清
徳

一般会計予算 

国民健康保険特別会計予算 

老人保健特別会計予算 

土地区画整理事業特別会計予算 

公共下水道特別会計予算 

水道事業会計予算 

 

４,４５２,６３８ 

１,７９６,４４７ 

１,３４０,１３８ 

１,０５７,７７５ 

３３９,２５１ 

５４１,１２８ 

９,５２７,３７７ 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 合計 

(

三)

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
漁
業
組
合
の
育
成
と
漁

業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

漁
協
育
成
事
業
と
漁
具
購
入

補
助
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

(

四)

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
育
成
の
た
め
の

助
成
を
引
き
続
き
行
い
、
さ

ら
に
特
産
品
開
発
の
支
援
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
電
力
火
力
発
電
所
の

立
地
は
、
関
連
産
業
の
誘
致

や
雇
用
機
会
の
創
出
等
、
本

村
の
商
工
業
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
を

寄
せ
て
お
り
ま
す
。
村
商
工

会
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と

に
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
商

工
業
の
振
興
・
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

(

五)

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
、

本
村
は
位
置
的
に
も
大
都
市

に
近
接
し
、
自
然
・
歴
史
・

文
化
的
環
境
に
恵
ま
れ
た
地

域
特
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
の
中
城
城

跡
や
琉
球
王
朝
時
代
の
首
里

城
と
中
城
城
跡
を
結
ん
で
い

た
歴
史
の
道
の
整
備
、
そ
の

道
筋
に
点
在
す
る
新
垣
グ
ス

ク
等
の
史
跡
や
文
化
財
の
ほ

か
中
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
等
、

今
後
の
観
光
振
興
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
、

世
界
遺
産
周
辺
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。
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平成平成1818年度予算年度予算

３月10日から開かれた平成18年第２回中城村議会で、平成18年度予算が可決されました。
一般会計は、44億5264万円で前年度当初予算と比較すると７億7514万円の減となっています。
特別会計は、50億7474万円で総額95億2738万円となっています。

【一般会計当初予算額】

村税・・・・・・・・・・・10億4,882万円
地方譲与税・・・・・・・・1億4,410万円
地方消費税交付金・・・・・1億1,457万円
地方交付税・・・・・・・・12億4,400万円
使用料及び手数料・・・・・・・6,388万円
国庫支出金・・・・・・・・5億3,069万円
県支出金・・・・・・・・・4億6,144万円
村債・・・・・・・・・・・4億6,120万円
その他・・・・・・・・・・3億8,393万円

議会費・・・・・・・・・・・・9,918万円
総務費・・・・・・・・・・・5億529万円
民生費・・・・・・・・・・10億9,864万円
衛生費・・・・・・・・・・4億8,536万円
農林水産業費・・・・・・・2億3,540万円
土木費・・・・・・・・・・9億3,760万円
消防費・・・・・・・・・・2億3,008万円
教育費・・・・・・・・・・4億4,532万円
公債費・・・・・・・・・・3億9,050万円
その他・・・・・・・・・・・2,527万円

歳
出

歳
入

当初予算のあらまし当初予算のあらまし

村税24%
その他9%

村債10%

県支出金 
10%

国庫支出金 
12%

使用料及び 
手数料1%

地方交付税28%

地方消費税 
交付金3%

地方 
譲与税3%

土木費21%

農林水産費 
5%

衛生費 
11%

消防費5%

教育費 
10%

公債費9%

その他 
1%

議会費2%

総務費11%

民生費 
25%

44億5,264万円

中城村集中改革プランを公表しました！
中城村では、国が策定した「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」を受けて、

平成17年度から5年間で取り組む「集中改革プラン」を策定し公表しました。具体的な内容につい

ては、村ホームページ(http://www.vill.nakagusuku.okinawa.jp)をご覧下さい。
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障害基礎年金と老齢厚生年金等の併給について
平成平成1818年４月より障害基礎年金と老齢厚生年金等の併給が可能になります年４月より障害基礎年金と老齢厚生年金等の併給が可能になります。。

これまで障害基礎年金の受給権者は、老齢又は死亡を支給事由とする厚生年金給付との併給はでき
ないことになっていましたが、平成１８年４月（年金額の改定は５月分）から受給権者からの申し出
により、障害基礎年金と老齢又は死亡を支給事由とする厚生年金給付との併給が可能となります。

どのような制度なのか？

新たに併給が可能となる年金は？

●従来 

●新たに併給可能となる年金は、下記の表の◎の組み合わせになります。 

障害厚生年金 
1

障害基礎年金 

障害基礎年金 

老齢厚生年金  
(退職共済年金)

遺族厚生年金  
(遺族共済年金)

障害厚生年金 

※配偶者に対する遺族厚生年金の場合 

パターン１ 

パターン２ 

パターン３ 

パターン４ 

パターン５ 

パターン６ 

パターン７ 

◎      

×      

×      

◎(１／２)      

◎      

×      

◎(１／２)     

×      

○      

×      

×      

×      

×      

×     

×      

×      

◎      

◎(２／３)      

×      

◎      

◎(２／３)     

旧国民年金法 
障害年金 

障害厚生年金 
1

障害基礎年金 

老齢厚生年金 
2

老齢基礎年金 

遺族厚生年金 
3

障害基礎年金 

●平成18年4月～ 
代表的な組み合わせ 

これまでは①のみでしたが、平成１８年４月からは②・③の組み合わせも選択できます。

障害基礎年金と、老齢又は死亡を支給事由とする厚生年金給付の受給権を有しており、６５歳以上の方
が対象となります。

平成１８年４月１日より申し出可能となります。

６５歳以上であれば平成１８年４月１日以降適用されます。老齢厚生年金の受給を開始後に障害基
礎年金の受給権が発生した場合も、６５歳到達時より併給は可能です。

【お問い合わせ】 コザ社会保険事務所　９３３－３４３９

対象となる方は？

いつから申出が可能か？

改正前に受給権が発生している場合は？



広報ななかぐすくかぐすく No.138 (2006. 5.19)11

～早めに接続しましょう～～早めに接続しましょう～
平成14年4月、中城村公共下水道が村内の一部地域で供用開始され、平成15年4月に一部拡充を行ってき

ました。今回、平成18年4月10日には新たに津覇地域（約15ha）の一部を拡充し、より多くの住民の皆様
に公共下水道が使用できるようになります。
公共下水道は、住民の皆様の日常生活に不可欠な施設であり、台所、お風呂、洗濯汚水の排除、トイレの水

洗化等、生活改善だけではなく、河川・水路・海域等の公共用水域の水質を保全する為にも重要な施設です。

下水道への接続普及率が、住民生活水準のバロメーターとも言われているように、普及率の向上により住み
よい中城村の発展へと寄与しますので、供用開始された津覇区域の住民皆様の　公共下水道の使用よろしくお
願いいたします。
また、すでに供用開始されている伊集・和宇慶・南浜・北浜区域の皆様も早めに接続してください。

【お問い合わせ】
中城村役場　都市計画課　下水道係　　０９８－８９５－２１３１（内線２８１）

新 規 拡 充 区 域

※アミで塗潰された地区が今回の拡充地区です



広報ななかぐすくかぐすく No.138 (2006. 5.19) 12

気温が温かくなる５月から６
月は、ハブの行動が活発になり
ます。田畑や山野、草地等への
出入りや夜間に行動する際には
十分に注意するように心がけま
しょう。
もし、ハブに咬まれた場合は、

落ちついて次のように対処しま
しょう。
①激しい動きはしないで、身近な　　
人に助けを求める。
②応急処置として傷口から吸引
器等で毒を繰りかえし吸出する。
③早急に医療機関で治療を受ける。

専門の医者・教育相談担当者
が中心になって、医療相談やお
子さんの育て方などの教育相談
を行います。どうぞお子さんを
連れてお気軽においで下さい。
日時：６月８日(木)
場所：北中城村立中央公民館
※相談は無料です。

【お問い合わせ】
沖縄県立総合教育センター
特殊教育課
電話　９３３－７５２６

2006年度社会人学生の募集を
おこないます。
１．特別推薦入試
（23歳以上、自己推薦可能）
募集学科：英語科（若干名）
出願期間：７月１０日～１３日
試験日：８月１日
２．社会人のためのAO型入試
面談と書類審査によって選抜

する入試です。
募集学科：英語科（若干名）
申込期間：６月３０日まで

【お問い合わせ】
沖縄県キリスト教短期大学　入試課
電話　９４５－９７８２

試験日：７月９日　午前１０時開始
種　類：甲種、乙種（第１～６類）、

丙種
会　場：南部農林高校、

沖縄国際大学　他
受　付：５月２９日～６月２日

消防試験研究センターへ郵
送又は直接窓口へ持参

【お問い合わせ】
（財）消防試験研究センター
沖縄県支部
電話　８６７－５３３２
ホームページ
http://www.shoubo-shiken.or.jp

軽自動車税・固定資産税の納期です軽自動車税・固定資産税の納期です!!!!
今月(５月)は、平成１８年度軽自動車税・固定資産税の納付月間とな
っていますので、納期限内に納付して下さいますようお願い致します。
尚、納期限内に納付できない事情がある場合は、村役場税務課にて
相談して頂きますようお勧めします。
※村税の納付には、口座振替をご利用下さい。
※第一期内に一括して納付される方については前納報奨金制度が受け
られます。また、各納期内に納付されますと納税奨励金が各自治会に
交付されます。
【お問い合わせ】
中城村役場　税務課　電話　８９５ー２１３１（241・242）

2月28日1月31日

村県民税 固定資産税

11月30日 12月25日

5月31日5月31日6月30日　

7月31日10月2日

軽自動車税

第１期

第２期

第３期

第４期

税 目

期 別

ハブ咬傷注意! !

巡回就学相談について

沖縄キリスト教短期大学
１０月社会人学生募集

危険物取扱者試験

村社会福祉協議会では村社会福祉協議会では、、
ふれあい総合相談所をふれあい総合相談所を
開設しています！！開設しています！！

【お問い合わせ】
電話　８９５－６７８８
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これから子育てが始まる方や、
子育て中の方々が気軽に集まり、
ゆんたくしたり子どもたちも一
緒にみんなで楽しく遊べる交流
の場所です。
ティータイムしながら仲間づ

くりをしませんか？
◎対　象
妊婦、0歳～就学前児とその親
(祖父母)、関係機関団体、育
児に関心がある地域住民など
◎活動日
毎週月曜日の１０時～１２時
（祝日はお休みです）
◎場　所
中城村老人福祉センター
(但し、第４月曜日のみ南上原
公民館です)

【お問い合わせ】
中城村社会福祉協議会
電話　８９５－４０８１

人権擁護委員は皆さんの人権
が侵されていなかいか気を付け、
情報を集めたり、相談相手にな
って救済したり、日々の間に正
しい人権の考え方を広め、人権
思想を啓発、日常生活の中での
困りごとの相談相手になったり
します。
下記の日程で全国一斉特設人

権相談所が開設されます。
日　時：６月１日

午前１０時～午後４時
開催地：吉の浦会館
相談員：中城村人権擁護委員

安里ヨシ子

【お問い合わせ】
中城村役場　住民生活課
電話　８９５－２１３１

「行政相談制度」は、役所の
仕事に関する苦情や要望等をお
受けして、その解決を促進する
とともに、皆さんの声を行政に
役立てるものです。
総務省では５月２２日～２６

日までを春季行政相談強化週間
と定め相談をうけつけています。
中城村では桃原廣一さんが総

務大臣から行政相談委員に委嘱
され、皆さんの相談相手になり
ます。
日　時：５月22日～５月26日

午前１０時～午後４時
場　所：中城村老人福祉センター

また、沖縄行政評価事務所で
も電話等で相談を受けています。
行政苦情１１０番
電話　８６７－１１００

地上デジタルアンテナ工事申
込み依頼として詐欺ビラが配ら
れるなど悪徳商法が発生してい
るとの情報があります。ご注意
下さい。
対策センターから派遣される

対策員を装った詐欺行為などに
ご注意下さい。対策センターの
対策員は「受信対策員証」「腕章」
を携帯・着用しています。
また、対策員が金銭を要求す

ることはありません。

【お問い合わせ】
情報通信課放送担当
電話　８６５－２３０７

地上デジタル放送に
向けた悪徳商法に注意

全国一斉特設
人権相談所を開設

行政相談週間始まる

地域子育てサロンに
参加しませんか？

6月4日（日）、18日（日）飼い犬の狂犬病予防注射及び登録を行います。
飼い主の義務になりますので、是非受けられるようお知らせします。
日程は以下のとおりです。各地公民館（主会場）及び構造改善センターで

行います。

◎予防注射手数料　　　　　2,450円
◎注射済票交付申請手数料　　550円
◎登録手数料　　　　　　　3,000円
◎鑑札再交付申請手数料　　1,600円

犬の登録及び狂犬病予防注射のお知らせ

会　場 

伊　集 

和宇慶 

南　浜 

北　浜 

津　覇 

奥　間 

浜 

安　里 

当　間 

屋　宜 

実施時間 

9:00～9:20 

9:30～10:10 

10:20～10:30 

10:40～11:10 

11:20～12:00 

13:15～13:50 

14:00～14:10 

14:20～14:40 

14:50～15:10 

15:20～15:40 

6月4日（日） 

会　場 

添　石 

伊舎堂 

泊 

久　場 

登　又 

サンヒルズ 

新　垣 

北上原 

南上原 

 

実施時間 

9:00～9:20 

9:30～9:50 

10:00～10:20 

10:30～11:20 

11:35～12:00 

13:15～13:35 

13:45～14:05 

14:15～14:35 

14:50～15:40 

 

6月18日（日） 



中 城 村 の 人 口
平成18年4月末現在
人　口

男

女
世帯数

16,092

8,230
7,862

5,661

(+87)
(+46)

(+41)
(+79)

※ (    )内は前月との比較

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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土
友　引
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5月7日

３
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４
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６
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７
5月12日

８
5月13日

９
5月14日

１０
5月15日

１１
5月16日

１２
5月17日

１４
5月19日

１５
5月20日

１６
5月21日

１８
5月23日

１９
5月24日

２０
5月25日

１
6月6日

１０
6月15日

１１
6月16日

１２
6月17日

１３
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6月19日

１５
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２
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３
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４
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５
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６
6月11日

７
6月12日

８
6月13日

９
6月14日

土
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日
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月
先　勝

火
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水
先　負

木
仏　滅

金
大　安

土
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日
先　勝

月
友　引

火
先　負

水
仏　滅

金
赤　口

木
大　安

土
先　勝

日
友　引

月
先　負

火
仏　滅

水
大　安

木
赤　口

金
大　安

土
赤 口

日
先　勝

月
友　引

火
先　負

水
仏　滅

木
大　安

金
赤　口

土
先　勝

日
友　引

月
先　負

火
仏　滅

木
赤　口

金
先　勝

日
先　負

月
仏　滅

火
大　安

水
赤　口

２１
5月26日

２１
6月26日

金
先　勝

１３
5月18日

１７
5月22日

水
大　安

１９
6月24日

木
先　勝

２２
5月27日

２３
5月28日

２４
5月29日

２５
5月30日

２６
6月1日

２７
6月2日

２８
6月3日

２９
6月4日

３０
6月5日

２２
6月27日

３１
7月7日

２３
6月28日

２４
6月29日

２５
7月1日

２６
7月2日

２７
7月3日

２８
7月4日

２９
7月5日

３０
7月6日

土
友　引

日
先　負

月
仏　滅

火
先　勝

水
友　引

木
先　負

金
仏　滅

土
大　安

日
赤　口

月
先　勝

金
友引

土
先　負

日
仏　滅

月
赤　口

火
先　勝

水
友　引

木
先　負

金
仏　滅

6

7

１
5月6日

守って! 電波のルール 
●新たに無線局を解説するためには、免許が必要です。 
●無線機をお求めの際は、　 （技適マーク）を確認してください。 

電波利用保護旬間（平成18年6月1日～10日） 
電波に関する相談は、 
◎不法無線局、混信、妨害 
◎テレビやラジオの受信障害 

◎電波利用料に関すること 
◎その他の行政相談 

(098)865-2308
(098)865-2307

(098)865-2303
(098)865-2390

総務省 沖縄総合通信事務所へ 

３歳児健診（吉の浦会館）

住民健診：登又、サンヒルズ、新垣

歯科検診（吉の浦会館）

乳幼児健診　(吉の浦会館)

１歳６ヶ月児健診（吉の浦会館）

浜ふれあい事業

結果説明会（登又・サンヒルズ・新垣）

住民健診：北上原、南上原

住民健診：和宇慶、伊集

住民健診：北浜、南浜

住民健診：津覇

慰霊の日

住民健診：泊、伊舎堂、第２団地

乳児一般健診　(吉の浦会館)

住民健診：当間、安里

住民健診：添石、屋宜

海の日

当間ふれあい事業

南上原・浜ふれあい事業

奥間・伊舎堂ふれあい事業

北上原ふれあい事業

住民健診：浜、奥間、中城団地

離乳食実習(吉の浦会館)

住民健診：久場

北上原ふれあい事業

ＢＣＣ予防接種（吉の浦会館）

南上原・伊舎堂ふれあい事業

当間ふれあい事業

奥間ふれあい事業

ＰＴＡスポーツ大会

少年の主張大会

青少年深夜徘徊防止大会

小学生英会話教室

ターゲットバードゴルフ大会(村老連)
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残留農薬のポジティブリスト制度
●食品衛生法が改正され、残留農薬のポジティブ制度が平成18年５月29日からはじまります。
●この制度では、今まで残留農薬基準値がない農薬にも、0.01ppmという低いという低い数値が基準値と
して設定されることになります。
●この基準値をオーバーしてしまうと、生産物の出荷停止・回収などの対応が求められる可能性があります。

つまり、これまで以上に気を付けなくてはいけないのは…飛散
【お問い合わせ】沖縄県病害虫防除所　 電話（８８６）０２２７

中部農業改良普及センター　電話（９７３）５２０２

役
場
で
は
多
く
の
住
民
に
、
健

診
を
受
け
て
も
ら
う
為
、
下
記
の

募
集
を
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

◎
対
象
者

職
場
等
で
健
診
機
会
の
な
い

30
歳
以
上
の
中
城
村
民
。

昨
年
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

た
方
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
今
年
、
住
民
健
診
を
受
け

た
方
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
定
員
　
３
０
０
名

◎
申
込
期
間

平
成
18
年
６
月
６
日

◎
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
４
時

◎
場
所
　
吉
の
浦
会
館

◎
料
金

国
民
健
康
保
険
加
入
者

５，

０
０
０
円

国
民
健
康
保
険
以
外
加
入
者
　

１
０，

０
０
０
円

◎
指
定
医
療
機
関

ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
病
院

◎
実
施
機
関

10
月
２
日
〜
10
月
31
日

※
電
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
必
ず
保
険
証
を
ご
持
参
下
さ

い
。（
家
族
以
外
の
方
が
受
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
は

修
了
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

中
城
村
福
祉
保
険
課
　

電
話

８
９
５-

２
１
３
１

（
２
５
１
）

農薬散布するときには
これまで以上に気を付けましょう！

健診結果を活用していますか？健診結果を活用していますか？
病気の早期発見だけでなく病気の早期発見だけでなく、、病気にならない為病気にならない為
のヒントがたくさんありますのヒントがたくさんあります。。

例えば、50代の女性
軽度の肥満（ＢＭＩ、25.5）

中性脂肪　200（正常値150以下）
血糖　112（110以下）

甘いものが好き、運動不足。
現在の生活習慣を続けると、糖尿病、心筋梗塞に
なる危険性が高くなります。この生活習慣を改善
する事で生活習慣病を予防することができます。

検査結果
から予測



４
月
28
日
、
吉
の
浦
公
園
で
、
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
が

あ
り
、
村
長
と
村
内
の
保
育
園
12
箇
所
の
園
児
約
２
０
０

人
が
一
緒
に
綱
を
引
い
て
、
こ
い
の
ぼ
り
を
な
び
か
せ
た
。

こ
れ
は
、
５
月
５
日
の
「
子
ど
も
の
日
」
を
含
む
児
童

福
祉
週
間
の
行
事
と
し
て
、
村
が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
。

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
後
、
園
児
ら
は
「
こ
い
の
ぼ
り
の
歌
」

を
元
気
よ
く
歌
っ
た
ほ
か
、
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

新
垣
村
長
は
「
よ
い
子
の
皆
さ
ん
。
コ
イ
に
負
け
な
い

く
ら
い
元
気
で
健
康
で
明
る
い
子
ど
も
に
育
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
他
、
村
か
ら
参
加
し
た
保
育
所
に
紙
芝
居
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
し
て
い
た
。
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むら
の話題

Topics

★

★

★

★

★

4月11日

4月28日

子どもの安全を地域で見守る
沖縄県が取り組んでいるちゅらさん運動「子ども

安全・安心プロジェクト」を受け、中城村でも地域
ぐるみの子ども安全パトロール運動を展開してい
る。
村は、スクールガードと呼ばれる学校や通学路等

での見回り巡回・警備等の活動に参加するボランテ
ィアを老人クラブに委嘱。その委嘱状の交付式が４
月１１日、１２日両小学校で行われた。
腕に腕章をつけた各字の老人クラブ会員が、子ど

もたちの下校時に合わせて、地域の見回りを行う。
地域で取り組むことで、世代間交流も図ることがで
き、明るい地域づくりも行える。
その他、教育委員会では「安全パトロール中」と

表示されたステッカーも公用車や関係車両に配布。
今後はＰＴＡ、地域などにも配布し、最近の子ども
の社会環境を重視した取り組みを展開していく。

コ
イ
も
顔
負
け
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち



二人そろって暗算検定10段に合格
全国珠算教育連盟主催の暗算検定試験で、新垣宏哉くん

と諸見里樹くん（津覇小６年生）が見事10段に合格した。
問題は、かけ算、わり算、見取り算の各40問をそれぞれ

３分で解く。200点満点中190点以上が10段の合格ライン。
さらに、小数点の位置や数字を丁寧に書いているかなど、
厳しいチェックを突破した者だけが合格となる。毎回、全
国でも10人ほどしか合格者はでない。
２人が通うあわせそろばん教室の新垣佐有了先生は「た

だ答えを導くのではなく、その過程が大事。自分で考える
力を身につけさせることが一番の目標」と話す。
新垣宏哉くんは「友達が遊んでいるときも一生懸命練習

に励んだ。合格したときは、努力が報われたと思った」と
諸見里樹くんは「合格したときはとても嬉しかった。頑張
って良かった」と嬉しそうに話した。二人の次の目標はそ
ろばん検定で１０段と日本一になること。
玉城正彦校長は「学校教育外での頑張りは、他の子の励

みになる。これからも頑張ってください」と喜びを語った。

4月17日

広報ななかぐすくかぐすく No.138 (2006. 5.19)17

南
上
原
分
校
の
新
増
改
築
、

共
同
調
理
場
施
設
の
改
築（
更
新
）が
完
了

老朽化の進んだ共同調理場が改
築され、５月から新調理場で学
校給食が作られています。
新しい調理場は、ドライ方式

を採用し衛生面に考慮したもの
となっています。
事業名：共同調理場施設

「改築（更新）」事業
事業費：４億２，４３２万円
延床面積：７５１ｍ２

南上原地区の区画整理に伴い
南上原分校が移転改築し新校舎
で授業がスタートしています。
新校舎は、多目的教室やコン

ピューター教室を備え、新しい
学校教育に対応したものとなり
ました。
事業名：津覇小学校南上原分校

新増改築事業
事業費：１億９，３４３万円
延床面積：６９７ｍ２

津覇小学校南上原分校津覇小学校南上原分校

共同調理場施設共同調理場施設

▲左から新垣宏哉くん、諸見里樹くん
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村
文
化
協
会
舞
踊
部
会
の

資
金
造
成
を
目
的
に
し
た
舞

踊
発
表
会
が
３
月
26
日
、
吉

の
浦
会
館
で
開
か
れ
た
。

村
内
の
舞
踊
研
究
所
５
団

体
、
約
百
名
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
た
。

舞
踊
を
習
い
初
め
て
ま
だ

月
日
が
浅
い
小
さ
な
子
ど
も

も
出
演
し
て
お
り
、
か
わ
い

ら
し
い
演
技
に
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
湧
い
た
。

会
場
は
五
百
名
余
り
の
観

衆
で
埋
ま
り
、
大
盛
況
と
な

っ
た
。 舞

踊
部
会
発
表
会

４
月
23
日
、
平
成
17
年
度
中
部
地

区
さ
と
う
き
び
競
作
会
に
お
い
て
中

城
村
か
ら
５
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

[
競
作
会
の
部]

喜
舎
場
盛
一：

春
植
２
位

比
嘉
喜
代
正：

夏
植
２
位

【
多
量
生
産
の
部(

個
人)

】

比
嘉
徳
仁：
３
位

【
多
量
生
産
の
部(
団
体)

】

結
農
産：

１
位
、
與
儀
正
佳：

２
位

ま
た
、
４
月
28
日
に
は
沖
縄
県
さ

と
う
き
び
競
作
会
の
表
彰
式
も
あ
り
、

喜
舎
場
盛
一
さ
ん
が
奨
励
農
家
と
し

て
沖
縄
県
糖
業
振
興
協
会
理
事
長
賞

を
受
賞
し
た
。

４
月
23
日
、
伊
集
に
お
住
ま
い
の
根
神
さ

ん
か
ら
、
県
内
で
は
め
ず
ら
し
い
河
津
桜
の

苗
木
10
本
が
中
城
村
に
贈
ら
れ
た
。

根
神
さ
ん
は
「
桜
が
大
好
き
で
、
中
城
村
で

も
多
く
の
桜
が
見
た
い
と
思
い
、
苗
木
を
贈

る
こ
と
に
し
た
。大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

贈
っ
て
い
た
だ
い
た
苗
木
は
、
吉
の
浦
会

館
前
の
通
り
に
植
え
る
こ
と
に
な
り
、
伊
佐

盛
信
教
育
長
は
「
数
年
後
、
こ
の
吉
の
浦
で

桜
が
満
開
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

優
良
農
家
で
表
彰
さ
れ
る

桜
の
苗
木
を
贈
呈

大空でおよぐ、27匹のコイ
４
月
23
日
、
サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
子
ど

も
会
・
自
治
会
は
、
タ
ウ
ン
入
り
口
に
こ

い
の
ぼ
り
を
27
匹
揚
げ
た
。

こ
の
企
画
は
、
子
ど
も
会
が
地
域
の
つ

な
が
り
を
も
っ
と
深
め
よ
う
と
、
４
年
間

か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
。
今
回
、

自
治
会
の
協
力
を
得
て
住
民
に
こ
い
の
ぼ

り
の
寄
付
を
募
り
、
実
現
で
き
た
。

掲
揚
式
に
は
30
名
余
の
子
ど
も
た
ち
と

住
民
が
参
加
し
、
盛
り
あ
が
っ
た
。

日本の名城に選出
日
本
の
名
城
百
選
に
沖
縄

県
か
ら
首
里
城
・
今
帰
仁
城

と
と
も
に
中
城
城
跡
が
選
ば

れ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
城
郭

協
会
が
今
一
度
日
本
が
誇
る

文
化
で
あ
る
城
郭
を
見
直
そ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
。

城
郭
の
保
存
状
態
が
良
く
、

著
名
な
歴
史
的
背
景
、
時

代
・
地
域
の
代
表
な
ど
の
要

素
を
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、

名
城
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

同
協
会
で
は
、
来
年
の
４

月
か
ら
百
選
に
選
出
さ
れ
た

城
郭
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
ほ
か
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
名
城
ツ
ア

ー
も
企
画
し
て
い
る
。
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